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地域の地形に対応した地震防災マップの作成

(その 2)微地形区分に基づ く小田原市の 50mメッシュ震度マップ

表層地盤 微地形区分 増幅特性

震度マップ 50mメッシュ 小田原市

1.はじめに

地域防災力の向上には,住民が地域の地震災害に対す

る危険性を正 しく理解 ･認識することが必要である｡地

域における揺れやすい場所を把握することは極めて重要

であり,地域の特性を考慮 して作成 した震度マップなど

は,直感的に理解 しやすいハザー ドマ ップとして有用な

ツール となる｡一般的にハザー ドマップは,メッシュ単

位で評価 されてお り,その単位は全国レベルで評価を行

なう場合は 1km が基本 となっている｡また,県や市など

の地震被害想定調査などでは 500mあるいは 250m単位で

評価されている｡

地表での地震動 (揺れの強さ)は,主に表層地盤特性

の影響を受けてお り､内閣府による地震防災マップ作成

技術資料 (以下､技術資料)では,地域内の詳細な揺れ

の違いを把握するためには,地域の地形の違いに対応 し

たメッシュ規模での評価が必要であるとしている｡

著者 らは,昨年度,神奈川県平塚市を対象 として 50m

メッシュ (標準地域メッシュ第 3次区画を 20×20分割し

たメッシュ)での震度マ ップを試作 し,地域の地形の違

いに対応 した揺れやすさマップが作成できることを確認

した｡本報では,昨年度に引き続き,神奈川県小田原市

を対象 として,50m メッシュでの震度マップを作成 し,

従来から市レベルで多用されている 250m メッシュでの震

度マップとの比較を行った｡

2.検討方法

(1)微地形区分と増幅率

I/50,000土地分類基本調査図のうち地形分類図と表層地

質図を用いて,小田原市全域に対して 50m メッシュ単位

で地形,地質を読み取 り,技術資料の既存の地形分類図

の主な区分から中央防災会議による微地形区分を設定す

る手順に準じて 15区分の微地形を設定した｡

表層地盤の増幅率は､藤本 ･翠川 (2003)の経験式お

よび Midorikawaetal.(1994)の経験式から微地形と平均

せん断波速度 (AVS30)を関係付けることにより設定した｡

(3)地震動の予測

工学的基盤における最大速度を翠川 ･大竹 (2003)の
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距離減衰式により求め,平均せん断波速度 (AVS30)から

設定 した増幅率を乗 じることにより地表での最大速度を

算定 し,翠ノ朋まか (1999)による経験式を用いて計測震

度に換算 した｡なお､本検討では想定地震として 1923年

関東地震の再来を想定 し,その断層モデル (断層位置､

形状など)は日本の地震断層パラメタ一 ･ハン ドブック

から図 1に示す Matsu'uraetal.(1980)のモデルを用いて

設定した｡

3.検討結果

図 2に 250m メッシュと 50m メッシュでの表層地盤

(微地形区分)を,図 3に最大速度の増幅率を示す｡50m

メッシュでの表層地盤や増幅率は,酒勾川沿いや海岸線

沿いの比較的地盤のやわらかい地域の特性を,より自然

に近い形で評価できている｡図 4に関東地震を想定した

場合の震度分布図を示す｡250m メッシュでは大局的な震

度分布 しか読み取ることができないが､50m メッシュで

は入 り組んだ地形に対応 した震度分布が得られた｡

4.まとめ

本報では,神奈川県′J､田原市を対象として 50m メッシ

ュで微地形区分を行ない,経験式に基づき表層地盤の増

幅率を設定 し,関東地震を対象 とした震度マ ップを試作

し,従来から用いられている 250m メッシュでの評価結果

と比較 した｡その結果,50m メッシュで評価することに

より,地域の地形に対応 した直感的に理解 しやすい揺れ

やすさマップが作成できることを確認 した｡

筆者 らは,小田原地区において常時微動測定やボー リ

ング柱状図の収集 も行ってお り,今後,これ らの地盤情

報を考慮 して増幅率を評価する予定である｡
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図 1 断層モデル (関東地震)
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図 3 最大速度の増幅率の比較
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図 6 震度マップ (関東地震)
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